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２．報告書要約 
 自分らしく生きることや働くことに困難を感じている女性の課題を解決するために、当事者であ

る女性が「気づき⇔学び⇔行動する」のサイクルを長野県全域で展開する事業として「長野県の

女性の未来をつくる“暮らす room’s”プロジェクト」を 4 団体（一般社団法人 South-Heart 、株式

会社エルズグランドケアアカデミー、ゆめサポママ＠ながの、パブハブ）で 3 年間活動した事業

内容・実績及びアウトカムの分析を報告致します。 
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■事業概要及び実績報告 

 １ 働き方、生き方及び健康に関しての女性の意識調 

   →意識調査結果報告書添付 

 ２ 女性のライフステージ、キャリア、働き方等の自己理解のための講座の開催及び講師養成 

   →自己発見ワークショップのテキスト添付 

 ３ 女性の多様な生き方、暮らし方働き方の取材及情報発信 

   →生き方・暮らし方・働き方の取材レポート添付 

 ４ ワークシェアの情報発信及びワークシェアへの登録 

 ５ Line,暮らす room’s プラス及びパートナーとしてのネットワークの構築 

 ６ 交流会、お話会及び講座の開催 

   →イベントレポート添付 

 

■アウトカムの実績及び分析 

 アウトカムの実績を例示ごと記載し、以下の方法で分析した内容を報告致します。 

＜測定方法＞ 

・目標達成度 

・効果と社会的インパクトの測定 

・課題の特定と改善策の検討 

・今後の発展と継続性の可能性 

  上記の視点から、構成団体メンバーで評価を実施。 

  さらに中島 PO を交えて検討し、事後評価内容を基に事業構想大学院大学渡邊信彦教授に

全体評価を依頼。 



３．基本情報 
（１）実行団体名 

一般社団法人 South-Heart 

（２）実行団体事業名 

長野県の女性の未来をつくる“暮らす room's”プロジェクト 

（３）資金分配団体名 

公益財団法人長野県みらい基金 

（４）資金分配団体事業名 

誰もが活躍できる信州「働き」「学び」「暮らし」づくり事業 

（５）実施期間 

２０２２年６月～２０２５年３月 

（６）事業対象地域 

長野県全域 

 ４．事業概要 

社会課題 

現在、自分らしく生きることや働くことに女性が困難を感じる社会の課題には以下のことが考えられま

す。 

 （１）女性の議員、管理職や行政等の審議会への女性の参加数が低いことにより、社会や企業におい

て女性の声が反映しづらい状況があること 

 （２）女性の起業者数が増えないことの背景に、子育てと仕事の両立への不安や趣味の延長に事業

をとどめてしまうこと 

 （３）「女性は○○であるべき」「女性は○○してはいけない」との社会的価値観からの思い込みに縛ら

れていること 

 （４）コロナ禍の状況により孤立していまい、リアルではなくネットのつながりに依存してしまうこと 

 （５）ライフステージや年齢の変化もあり女性の心と体が変化しているこ自体の知識がないこと 

  

 課題を解決するために社会の変革も必要ではありますが、当事者である女性が気づき→学び→行動

するためのサイクルも必要であると考えました。 

 困難な状況にあったり、輝いている状況であれ、多様なライフステージやキャリアステージに応じた幅

広い女性が自分らしくもう一歩「自立」して生きていける社会の実現を目指し、実行に移したいと思い、

今回 5 団体で「長野県の未来をつくる“暮らす room's”プロジェクトを立ち上げました。 

最終受益者、直接対象グループとその人数 

最終受益者・・・初めて学びの場や交流の場に参加した人（150 名） 

直接対象グループ及び人数・・・子育て中、ひとり親、キャリア、起業、若者（1,500 名） 

中長期アウトカム 

・女性が自立し、働きやすいそして暮らしやすい全国 No.1 の長野県にする 

・女性の活躍推進 

・女性の立場や意見が積極的に社会のなかで活かせる環境づくり 

短期アウトカム 

1． 長野県の全域において「暮らしを考える」会を月一各地域で開催したり、女性のライフステージ、キ

ャリア、働き方等に応じたスキルアップ講座を開催することにより、交流会、お話会や講座に参加す

る女性が増える。 

2． 多様な生き方の女性の生の声を聴く機会が増えることにより、自立し、主体的に生きる女性が増え

る。 

3． アウトソーシングを希望する企業とアウトソーシングを受けるフリーランスの課題とニーズを結ぶアウ

トソーシングコーディネーターが誕生する。 



4． 既存のエステサロン、美容院、カフェ、ゲストハウス、シェアハウス等のネットワークの構築を行うこと

により、気楽に相談できる女性が増える。 

5． 長野県全域において「暮らしを考える」会に月一参加した参加者から自立分散型組織のプロジェク

トが立ち上がる。 

 

活動の概要 

【暮らしを考える事業】 

１－１：月 1 各地域において、教育、介護、身体、フリーランス、森、子育て、SDGｓや社会課題からのソ

ーシャルビジネス等をテーマにお話会の開催を行う。 

１－２：1 年目に月一お話会に参加した人が 2 年以降は月一お話会を開催し、賛同し関係する団体を

増やす。 

１－３：長野県の女性の生き方から「暮らし」を考えるきっかにするため、月１で多様な女性の取材を行

う。 

【学びの提供】 

２－１：中小企業のニーズの調査と様々な状況の女性のニーズと女性の心と身体の実態調査を女性

100 名及び企業 100 社に対して行うことで、現在のニーズと実態を把握する。 

２－２：アウトソーシングのワーカーやフリーランス等の養成のための Facebook、ZOOM,SNS,インスタセ

ミナーや起業家養成プログラムの講座の開催を行う。 

２－３：1 年目の中小企業のニーズと女性のニーズをマッチさせるため、アウトシージングの啓もう活動

及びアウトソーシングコーディネーターの養成講座の企画を行う。 

→ アウトソーシングを長野県で推進するためコーディネーターを養成することが社会実験になる。 

【コミュニティづくり】 

３－１：年 4 回 長野市（7 月）、伊那市（9 月）、松本市（11 月）、飯田市（1 月）でリアル交流会を開催

し、3 月 8 日（国際女性デー）の近くに全県でのリアル交流会の開催を行う。 

３－１：年 4 回 長野市（7 月）、伊那市（9 月）、松本市（11 月）、飯田市（1 月）でリアル交流会を開催

し、3 月 8 日（国際女性デー）の近くに全県でのリアル交流会の開催を行う。 

３－３：事業内容を一元化しみえるかするためにオンラインサロンとアプリの開発運用を行う。 

事業で目指した出口・持続か戦略の概要 

「自立＝頼れる人を増やすこと」した女性が増える社会をつくるためのウィメンズアカデミー（仮称）（シン

クタンク機能・分散型組織・女性人材バンク・多様なサポートコミュニティ）を各関係団体と相互に強化し

推進できるエコシステムの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業設計図 

 

1 事前評価時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  中間評価時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3  最終報告時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５．事後評価実施概要 
（１）実施概要 

評価の目的 

「暮らす room’s」事業の成果と課題を明らかにし、女性の自立・主体的に生きることに対する寄与がど

の程度できたかを主観的（事業を行った者としての視点）客観的（外部評価者視点）の双方から評価す

ることで、今後の事業改善や政策提言につなげる。 

評価結果の活用 

評価を行った中での課題や気づきをもとに、事業の運営方法をブラッシュアップし、より効果的なサポ

ートやサービスの提供を実施する。 

実施結果の中で、成果の高い取り組みを強化し、効果が見えづらかった取り組みについては、見直し

や再設計を行う。 

成功を振り返りつつ、得られた知見を活かし、より効果的な施策へとつなげる。 

評価項目と測定方法 

＜評価項目＞ 短期アウトカム 

１．多様な生き方の女性の生の声を聴く機会が増えることにより、自立し、主体的に生きる女性が増大

する。 

→自分のウェルビーイングに気づく女性が増える。 

 

２．女性同士の助け合いのワークシェアのニーズ調査及びアプリ等の構築を通してワークシェア事業が

立ち上がる。 

→女性同士の助け合い、苦手なことを補いあう文化。一人ひとりのすきや得意を活かし、支援しあえる 

ことで、やりたいことをやりたいときにできる。 

 

３．リアル（お話会など）とオンラインで暮らす room's コミュニティ（仮）のプラットフォームが誕生する 

→前向きに一歩を踏み出せる女性が増える。 

 

４．女性のコミュニティから自立分散型組織のプロジェクトが立ち上がる。 

→テーマを小さくして成果を出せる場を作った。 

→共通のテーマを持った人を全県レベルでつなげ、力を発揮する場づくりに成功した。 

→隠れていた知見をあぶりだして集めて、市民の力として集め、それが外に広がることで、私にもできる

という自信が生まれ、活動する女性が増える。 

 

＜測定方法＞ 

■目標達成度 

■効果と社会的インパクトの測定 

■課題の特定と改善策の検討 

■今後の発展と継続性の可能性 

  上記の視点から、構成団体メンバーで評価を実施。 

  さらに中島 PO を交えて検討し、事後評価内容を基に事業構想大学院大学渡邊信彦教授に全体 

評価を依頼。 

   

 

  



（２）実施体制 

■アウトカムの達成度について 事業構想大学院大学 渡邊信彦教授 

■総評  中島 恵理 

■報告書要約  森本 ひとみ   

■ニーズ調査（アウトカム 1）についての分析   小宮山 聖美 

■学び・ワークシェア（アウトカム 2）についての分析   北村 きよみ 

■相談窓口（アウトカム 3）についての分析   成澤 由美子 

■コミニティ（アウトカム 4）についての分析    平賀裕子 

アウトカムの達成度について 事業構想大学院大学 渡邊信彦教授 

1. アウトカムの設定と達成度 

本事業における短期・中長期のアウトカム設定は、極めて明確かつ具体的な数値目標が掲げられており、高く評価

できます。特筆すべきは、イベント参加者の 96%が意識変化を感じ、そのうち 58%が大きな変化を報告したという顕著な

成果です。目標値に対する実績の測定方法も適切で、定量的評価と定性的評価をバランスよく組み合わせた分析手

法は、プロジェクトの成果を的確に把握する上で効果的でした。 

今後の発展に向けては、変化の持続性を測定するためのフォローアップ調査の実施を検討されることをお勧めしま

す。また、これまでの成功事例をケーススタディとして文書化することで、得られたノウハウを効果的に共有・展開する

ことも効果的と考えます。一時の活動でおわってしまうともったいないので持続的に活動が続くシくみを検討されると良

いと思います。 

 

2. 効率性と実施体制 

実施体制については、６４回のお話会で延べ２，５４４人という参加実績が示すように、極めて効率的な運営がなさ

れています。特に LINE アプリでの 8７８人の登録者獲得や、81 件の note 記事配信など、デジタルツールを活用した

情報発信も効果的に行われました。また、プラス（リアル拠点）10 か所、パートナー13 名への拡大は、ネットワーク構築

における着実な成果として高く評価できます。これらがネットワーク効果を発揮して活動の効果を加速させることが期

待できます。 

さらなる発展のためには、デジタルツールの活用範囲を広げ、活動のスケーラビリティを高めることをお勧めします。

同時に、これまでの成功施策のマニュアル化を進めることで、新規参入者への展開がよりスムーズになると考えられま

す。 

 

3. 波及効果と社会的インパクト 

本事業の波及効果は当初の想定を大きく上回り、特に 11 のプロジェクト誕生、そのうち 4 つが自立分散型組織とし

て独立したことは、極めて重要な成果といえます。また、起業支援や自主的な活動展開など、想定外のポジティブな

変化が多く見られたことも特筆に値します。縦割り行政の隙間を埋める統合的な支援窓口としての機能を果たしてい

る点は、社会的インパクトとして高く評価できます。今後は、これらの成功事例の要因分析を行い、他地域での展開に

活かせるモデル化を進めることで、さらなる発展が期待できます。 

 

4. 持続可能性とスケーラビリティ 

持続可能性の観点からは、コミュニティの自律的な成長が顕著に見られ、持続可能な運営基盤が着実に構築されつ

つあることが高く評価できます。特に、有機給食や森部コミュニティなど、シンクタンク機能を持つ組織への発展は、本

事業の可能性を大きく広げるものとなっています。また、県外への展開も始まっており、このモデルの汎用性が実証さ

れつつあることは、今後の展開において重要な意味を持ちます。 

さらなる発展に向けては、財務面での自立性を高めるための収益モデルの多様化を検討するとともに、活動の標準化

とノウハウの体系化を進めることで、他地域への展開がよりスムーズになるように組織化も検討していくとよいと思いま

す。 

 

以上のように、本事業は非常に優れた成果を上げており、特に参加者の行動変容や自発的な活動展開という点

で、当初の目標を上回る実績を達成しています。これらの成果を持続可能な形で展開していくための体制づくりを進

めることで、「一般社団法人暮らす room's」を立ち上げており、活動の継続を図っている点も、さらなる発展が期待でき



る事業であると評価いたします。 

 

（３）実施時期  

２０２４年１２月～２０２５年３月 

 

６．事業の実績 
６－１．インプット 

（１）人材 

一般社団法人 South-Heart 森本 ひとみ 管理運営及び経理 

一般社団法人 South-Heart 藤本 恵実 経理 

パブハブ 平賀裕子 イベント企画・運営及びコミュニティづくり 

ゆめサポママ＠ながの 北村 きよみ セミナー開発及び調査 

ゆめサポママ＠ながの 小宮山 聖美 セミナー開発及び経理 

（株）エルズグランドケアアカデミー 成澤 由美子 調査及び広報・イベント企画運営 

（２）資機材（主要なもの） 

・人件費 

・委託費 

・広告宣伝費 

・謝金 

（３）経費 

 契約当初の計画金額（千円） 実際に投入した金額（千円） 

２０２５年３月１０日時点 

事業費総額 28,265 千円 23,351 千円 

直接事業費 23,416 千円 19,426 千円 

管理的経費 3,639 千円 3,376 千円 

評価関連経費 1,210 千円 549 千円 

（４）自己資金 

 契約当初の計画金額（千円） 実際に投入した金額（千円） 

2025 年 3 月 31 日時点 

自己資金 1,800 千円 1,800 千円 

調達で工夫した点 

・セミナー及びイベントの参加者から参加費を徴収 

・行政から講座等の業務を受託 

 

６－２．活動とアウトプットの実績 

（１）事業で介入を実施した受益者とその数 

お話会等の参加者：２，６５４名 LINE 登録者数：８７８名 意識調査参加者数：１，０５６名 合計：４，５８８名 

（２）主な活動 

1． 働き方、生き方及び健康に関しての女性の意識調査 

2． 女性のライフステージ、キャリア、働き方等の自己理解のための講座の開催及び講師養成 

3． 女性の多様な生き方、暮らし方、働き方の取材及び情報発信 

4． ワークシェアの情報発信及びワークシェアへの登録 

5． Line,暮らす room’s プラス及びパートナーとしてのネットワークの構築 

6． 交流会、お話会及び講座の開催 

  



（３）アウトプットの実績 

アウトプット 指標 初期値 目標値 実績値 

（２０２５.２.２８） 

１．働き方、生き方及び

健康に関して女性のニ

ーズの実態調査を行

い、その調査内容の分

析を行い、公表する。 

様々な状況の女

性 1000 名と中小

企業 20 社に「働

き 方 や 生き 方 」

「女性の身体や

心」に関するアン

ケートを実施 

女性 0 名 

中小企業 0 社 

1 個人：1,000 名 

企業：20 社 

事業開始時と 3 年後に同

一のアンケートを取って内

容を比較する 

この暮らす room’s の事業

に参加することにより自分

らしく生きることができた

り、その方向に向かってい

る女性の数 

2 青山学院大学及び信州

大学教授にアンケート

の 結 果 の 監 修 を 依 頼

し、冊子又は SNS 等を

通して、公表し、その結

果及び監修を利用した

い行政及び企業に提供

する。 

1 意識調査 

女性：1,056 名 

企業：20 社 

 

2 調査分析 

及び監修 

信州大学 中込教授 

青山学院大学 

松永エリック教授 

   

調査結果及び分析 

監修は後述参照 

１．女性のライフステー

ジ、キャリア、働き方等

の自己理解のための講

座の開催を行う。 

女性の自己理解

のための講座の

受講者数 

0 名 240 名 

（講座開催にあたり平均 20

名の参加を想定して、20 名

×12 月）→2H×3 回がワン

サイクルの開催 

３９回開催 

110 名参加 

 

１．女性のライフステー

ジ、キャリア、働き方等

の自己理解のための講

座の開催をする講師の

養成 

女性の自己理解

のための講座の

講師養成講座へ

の参加者数 

0 名 20 名 

（北信、東信、中信、南信地

域に各 5 名） 

→キャリアコンサルタントを

中心に募集 

3 回開催 

講師：10 名 

１＆４．多様な生き方の

女性の声を聴けるイベ

ントの開催内容につい

て 月 イ チ の 取 材 を 行

い、配信する。 

多様な女性の生

き方の情報発信

数 

0 配信 1 年目に長野県全域の交流

会として多様な生き方をテ

ーマにしたイベントを松本で

開催し、2 年目以降は隔月

で長野県内の女性の取材と

配信→18 配信 

note１８配信 

２．LINE 及び FB を通し

て暮らす room’s のお

話会やイベント等に参

加した際のアンケート

にワークシェアについ

ての質問事項を追加し

て、現状のワークシェア

のニーズを把握し、マッ

チングの仕組みを検討

する。 

ワ ーク シ ェ アの

希望者数又はワ

ークシェアリング

のアプリへの登

録者数 

0 名 ワークシェアを利用したいと

思う人が 50 名 

2024 年 12 月に LINE

にてワークシェア立ち

上げ 

登録者 38 名 



２＆３．既存のエステサ

ロン、美容院、カフェ、

ゲストハウス、シェアハ

ウス等のネットワークの

構築を行う。 

→より質が高く機能す

るネットワークを構築す

るため、アプリ、相談窓

口、パートナーという多

様な形での指標を設定 

①長野県内のサ

ロン、エステ、美

容院等の日常的

な場を相談窓口

（暮らす room’s

プラス）として長

野県全域連携 

②相談窓口を通

じて、女性同士

のつながりが生

まれる。 

③女性同士のつ

ながりの中から

それぞれが得意

な こ とを 持ち 寄

り、相互に助け

合えるワークシェ

アできる仕組み

の構築等をアプ

リを通して行う 

相談窓口等 0 ①多種多様な窓口（room’s 

)から女性が気楽に相談でき

る場所（サロン、エステ、美

容院等）の見える化のため

のアプリを企画運営→LINE

構築 

②暮らす room’s の相談窓

口として委託契約（研修あ

り）を結び暮らす room’s プラ

ス及びパートナーとして活動

してくれる個人及び団体を

長野県全域で 10 団体（個人

を含む） 

③②以外に暮らす room’s

の活動等を広報してくれる

個人及び団体として暮らす

room’s 協力窓口を長野県

全域で 200 団体（個人を含

む ） 

→この協力窓口は告知協力

を相互に行ったり、暮らす

room’s の LINE の POP を置

いてくれたり、相談窓口を紹

介してくれたり活動をサポー

ト 

①LINE 登録者数 

 878 名 

 

②＆③ 

暮らす room’s 

プラス 11 

パートナー 14 

協力窓口 95 

合計 １１１ 

 

そのほか 

森部 

有機給食 

骨盤底筋ケア 

助産師ネットワーク 

などの 

コミュニティ構築 

３＆４．交流会、お話

会、講座の開催、既存

のエステサロン等のネ

ットワークの構築を行う

ことにより気楽に相談で

きる窓口が増え、自分

らしい生き方を求めて、

初めてお話会や講座

に参加する女性を増や

す。 

既存のエステサ

ロン、美容院、カ

フェ等のネットワ

ーク構築等本事

業 を 通 じ 、 暮 ら

すｒｏｏｍ‘ｓの交

流会やお話会、

講座等の学びの

場や交流の場に

初めて参加した

女性の数 

0 名 150 名 イベント告知数 51 

ＬＩＮＥからの参加 

申込 234 名 

４．長野県全域でリアル

及びオンラインで「暮ら

しについて考える」会を

月イチ開催し課題のシ

ェア、発掘及び社会課

題の確認をする。 

 

長 野 市 、 松 本

市、伊那市及び

飯田市の地域に

おいて、月イチ

で開催する交流

会、お話会、講

座への参加者数 

0 名 1,500 名 

（1 年目：300 名 

2 年目：500 名 

3 年目：700 名） 

1 年目は主催 5 団体である

が 2 年目は関係団体が 10

団体に増え、3 年目には 20

団体に増え、暮らすｒｏｏｍ‘ｓ

開催の間口が広がり、テー

マも広がり、分散型自立型

組織が立ち上がる。 

６４回  

延べ人数 2,544 名   

  

 



 

５．暮らす room's の活動を

引き継ぐ法人を設立する。 

法人設立件数 法人未登記 暮らす room's プロジェクトの

活動を継続する法人を立ち

上げる 

2025 年 1 月 30 日 

法人設立登記 

 

理事の構成メンバ

ー は  暮 ら す

room’s プロジェクト

のコンソーシアムの

主要メンバーと新た

にこの活動に賛同し

た１名が就任 

６－３．外部との連携の実績 

・公益財団法人信州大学と共催による助産師向け講座開催 

・飯田市主催 働き方改革セミナー及び女性起業講座実務編への講師派遣 

・千曲市主催 女性活躍イベントへの講師派遣 

・飯山市主催 マルシェ開催 

・箕輪町主催 女性職員講座への講師派遣 

・諏訪市主催 モヤハレの木のワークショップ開催 

・長野県経営者協会主催 自分発見ワークショップ開催 

・長野県 男女共同参画委員への委員派遣 

・伊那谷財団との連携により暮らす room's 伊那谷が誕生 

７．アウトカムの分析 
（１）短期アウトカムの計画と実績 

 

 

短期アウトカム 

 

 

指標 

 

 

初期値 

/初期状態 

 

 

 

目標値 

/目標状態 

 

 

アウトカム発現状況 

（実績） 

（変更した

場合） 

事前評価

時の短期 

アウトカム 

１．多様な生き方

の女性の生の声

を聴く機会が増

えることにより、

自立し、主体的

に生きる女性が

増大する→自分

のウェルビーイン

グに気づく女性

が増える 

様々な状況の女性

1000 名及び企業

20 社の「働き方や

生き方」「女性の身

体や心」に関するア

ンケート及びヒアリン

グを実施。交流会、

お話会、講座に参

加した女性に対す

るアンケートにより女

性の自立度を定

量、定性的に把握。 

コンソーシア

ムの４団体及

びコンソシア

ームの関係

団体とつなが

りのある女性

とのネットワー

ク 

アンケートの結果、

（暮らす room's の）講

座等の参加を通じて

自立・主体的に生きる

ことのできる女性の数

が参加者数のうち

50％増加 

→イベント等に参加し

た際のアンケートに参

加後の数値を質問す

ることで確認する 

①イベント等に参加し

た際のアンケート 213

名より回答を得た 

 

②個別に本事業を通じ

て自立し、主体的に生

きる女性の事例を後述 

変更なし 

２．女性同士の

助け合いのワー

クシェアのニー

ズ調査及びアプ

リ等の構築を通

してワークシェア

何でも自分ひとりで

やらないといけない

と思っている人の人

数が減り、「人に頼

る」または「人をサポ

ート」することができ

ワークシェア

を利用したい

と思う人 0

名 

①ワークシェアを利用

したいと思う人が 50

人 

→人に頼ってもいい

んだよという人が増え

る 

①ワークシェアを利用

したいと思う人 38 名 

 

②ワークシェアを利用

した場合の事例を後述 

２．アウトソ

ーシング

を希望す

る企業と

アウトソー

シングを



事業が立ち上が

る→女性同士の

助け合い、苦手

なことを補いあう

文化。一人ひとり

のすきや得意を

活かし、支援しあ

えることで、やり

たいことをやりた

いときにできる。 

る人が増える ②自己理解の講座の

受講又はサロン等の

ネットワーク（暮らす

room's プラス）に参加

して他の女性に頼る・

または他の女性をサ

ポートすることができ

るようになった女性が

参加者数のうち 50%

増加 

→イベント等に参加し

た際及び事後のアン

ケートに参加後の数

値を質問することで確

認する 

受けるフリ

ーランス

の課題と

ニーズを

結ぶアウト

ソーシン

グコーディ

ネーター

が誕生す

る→企業

とのマッチ

ングという

より女性

同士の助

け合いに

重点を置

いた 

３．リアル（お話

会など）とオンラ

インで暮らす

room's コミュニテ

ィ（仮）のプラット

フォームが誕生

する→前向き一

歩を踏み出せる

女性が増えた 

暮らす room's コミュ

ニティ（仮称）のプラ

ットフォームに参加

する個人及び団体

等の数 

→①LINE 登録者数 

 ②暮らす room's

プラスとパートナー

として暮らす room's

の活動に協力し参

加する個人及び団

体数 

 ③暮らす room's

の運営及び活動に

賛同し協力してパン

フレット設置などで

協力してくれる窓口 

0 名 1,000 名（＝コミュニテ

ィの数にかかわらず、

暮らす room's コミュ

ニティ（仮称）のプラッ

トフォームに関わった

個人及び団体の延べ

人数を示す） 

①LINE 登録者数 

 875 名 

 

②暮らす room’s 

プラス 11 

パートナー 1４ 

 

③協力窓口 95 

 

 

→プラットフォームによ

り生じた社会的変化、

協 力 窓 口 、 暮 ら す

room’s プラス及びﾊﾟｰﾄ

ﾅｰによる活動の結果

生じた社会変化、女性

への変化の事例後述 

 

３．既存の

エステサ

ロン、美容

院、カフ

ェ、ゲスト

ハウス、シ

ェアハウス

等のネット

ワークの

構築を行

うことによ

り、気楽に

相談でき

る女性が

増える。 

４．女性のコミュ

ニティから自立

分散型組織のプ

ロジェクトが立ち

上がる。 

→分散型にする

ことによってテー

マを身近でわか

りやすく自分ごと

にすることが可

能になり参加へ

の障壁が下が

る、そしてそれを

プロジェクトの数 ０プロジェクト 長野県の各地におい

て女性主体の地域事

業が活発になる。 

→30 プロジェクト 

（11 プロジェクト） 

1. 森部 

2. フリーランスの働き

方 

3. 有機給食 

4. 骨盤底筋ケア 

5. 若者チーム 

6. 助産師リスキリング 

7. 出産・産後・ベビー

マッサージ 

8. 南信州女性フォーラ

ム 

9. 自分発見講座受講

変更なし 



横でつなぐことに

より、私にもでき

ることが多くの共

感を生むことに

つながり女性の

自信につながる

こととなる。→こ

れによって隠れ

ていた個々人の

スキルや想いが

あつまり活躍す

る女性を持続的

にサポートする

体制が出来上が

った。 

 

 

長野県内にばら

ばらに散ってい

た知見を暮らす

room's というプラ

ットフォームがつ

なぐことに成功し

た。 
 

生 

10. 更年期健康課題 

11. キャリア・キャリコン 

 

 

 

（ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 

11） 

1. 暮らす room 長野 

2. 暮らす room 千曲 

3. 暮らす room 野沢温

泉 

4. 暮らす room 中野 

5. 暮らす room 飯綱 

6. 暮らす room 松本 

7. 暮らす room 木曽 

8. 暮らす room 箕輪 

9. 暮らす room 伊那谷 

10. 暮らす room 駒ヶ根 

11. 暮らす room 飯田 

 

 

 

→活動内容及び活動

の結果生じた社会的変

化について後述 

アウトカム発現状況（実績） 

１．多様な女性の生き方や考え方を知る機会が増えることにより、（ウェルビーイングの概念に出会い）自立し、主体的に

生きる女性が増大する→自分のウェルビーイングに気づく女性が増える 

＜事例１＞ 関友里華さん（株式会社エルズグランドケアアカデミー） 

2023 年 3 月 4 日松本でのイベントに参加し、モヤハレの木に「長野県大嫌い」と書いたが、暮らす room’s の活動に

共感し、自分も女性のウェルビーイングを向上する側になりたいと、2023 年 5 月のイベントには出店という形で参加。 

その後、成澤さんの伴走支援を受け、起業。現在は、ビジネスコンペに参加したり、スタートアップのプログラムを作り、

女性起業家のスタートアップの支援など幅広く活躍中。（信濃毎日新聞 取材あり） 

＜事例 2＞ 大日方絵里さん（株式会社エルズグランドケアアカデミー） 

暮らす room’s プロジェクトに関わり、地元千曲市で活動したいという思いが強まり、有機給食のお話し会＠千曲に参

加。ちくま未来フェスタでのイベントに暮らす room’s としてモヤハレの木にて出店。 

さらに自主企画のイベントも行い、2024 年 10 月 4 日には、千曲市地域女性活躍セミナー＆ナイトマーケットに主力ス

タッフとして参画。その後も暮らす room’s パートナーとして自主企画を重ね、2025 年 3 月、暮らす room’s 千曲として

場所をオープンさせた。 

＜事例 3＞ 小宮山聖美さん（ゆめサポママ＠ながの） 

  ゆめサポママ＠ながのの事務局として、暮らす room’s に参画。 

在宅事務能力をいかんなく発揮し、暮らす room’s の事務作業を担いながら守備範囲を広げる。 

2024 年 12 月には、学んだことを生かす場として、「在宅事務スタートアップ講座」を開催。 

2025 年 1 月末には、一般社団法人暮らす room’s の理事就任。 

＜事例 4＞ 木村（川本）真理さん（パブハブ） 

  2023 年 3 月 4 日松本市でのイベントに出店者として参加し、暮らす room’s の活動に共感する。 



その後、「木曽で話そう×暮らす room’s」としてのお話し会を 8 回企画運営。 

木曽での女性や起業の相談窓口の中心的存在となる。ふらっと木曽にて、暮らす room’s 木曽谷の活動を暮らす

room’s プラスとして、展開。 

＜事例 5＞ 間澤佐代さん（パブハブ） 

  専業主婦歴 30 年でご両親・義両親の介護を経験し、ライフワークのアロマセラピー×得意の家事をいかした起業にチ

ャレンジ。 

お話し会講師として、お掃除アロマを開催。その後、参加者を中心にお掃除の依頼があり、お掃除コンサルタントとして

の起業を決意。独自企画で、おはぎづくりやあんこづくりなど、得意なことを外に向けて発信。暮らす room’s のつなが

りから 15LDK の古民家のナチュラルクリーニングを依頼され、見積、請求書作成などの伴走支援をうけながら、仕事の

幅を広げる。 

＜事例 6＞ 吉川和津恵さん（一般社団法人 South-Heart ） 

2023 年南信州女性フォーラムに参加し、暮らす room’s の活動に共感する。 

2024 年の骨盤底筋ケアの会に参加し、その重要性と場づくりを飯田でも展開したいと、自分のサロンにて、骨盤底筋

ケアを広める活動を展開中。 

２．女性同士の助け合いのワークシェアのニーズ調査及びアプリ等の構築を通してワークシェア事業が立ち上がる 

＜事例１＞ ワードの文章を別のワードにコピペをする作業 

ワークシェア内で投げかけるも、自ら手上げする人がいなかったため、暮らす room’s より声がけ。細かな情報を伝達し

たところ、やってもらえることに。急な案件だったため、３人にお願いし、手分けして作業してもらい、依頼者に喜ばれる。

作業者も比較的簡単な仕事で報酬をえることができ、スキマ時間を活用できたと喜んでいた。 

＜事例 2＞ スプレッドシートを利用した表作成 

飯田市での自分発見ワークショップに参加した方が、暮らす room’s の LINE に登録。LINE に流れてきたゆめサポママ

＠ながのの「在宅事務スタートアップ講座」に参加。そこからワークシェアへの登録。スプレッドシートを利用した表作成

の仕事に対して、学んだことがすぐに活かせると、講師からやって見るように勧められるも、自身がなく手を挙げられなか

ったところ、講師が伴奏するからぜひチャレンジして見るように施し、やってみることを決意。飯田市と長野市を結び講師

の指導を仰ぎながら、現在も作業に取り組んでいる。 

３．リアル（お話会など）とオンラインで暮らす room's コミュニティ（仮）のプラットフォームが誕生する 

既存アプリではなく、日常で使われることが多い LINE アプリを使用したプラットフォームを構築。それにより、以下の広が

りとなった。 

また暮らす room's 自体がプラットフォームとなり、人と人をつなぐ役割を果たした。 

＜事例１＞ ビューティーサロンシュール（南箕輪村） 

  ビューティーサロンシュールは、ヘアーサロン、エステサロン、ネイルサロン併設のトータルビューティーサロンとして、

今までもお客様がほっとした瞬間に出てくる悩みなどを受け止める役割をしており、それがゆえにビューティー以外の

心の癒しを求めるお客様も数多くいる。 

そんな中でより専門性を高めたいと、暮らす room’s パートナーの桑原さん（暮らす room’s 伊那谷）の勧めにより、更

年期や PMS といった女性の体と心の変化への理解を深める研修、傾聴の研修を受講し、より専門性をもったサロンを

目指した。そのようなサロンが専門性を持つことで、よりきめ細かなサポートができるようになった。 

＜事例 2＞ お話し会に参加した女性の変化（伊那市在住、浜島さん） 

産後ドゥーラ（※産後のお母さんをケアする民間資格）で起業を志す浜島さんの起業相談を実施した。（2024 年 12 月） 

→フリーランスの働き方のお話し会に参加、皆さんと話したことによって、もともとの仕事だった経理の仕事×産後ドゥ

ーラが強みになるのではないか？？と、子連れフリーランスの経理業務を担える強みを前面に押し出す方針を固める。 

暮らす room’s のワークシェアに登録。経理の仕事でマッチングに成功。そのほかにも、子連れフリーランスから仕事の

依頼がきている。 

＜事例 3＞  育休制度活用支援サービスと経営者協会のマッチング 

企業の育休制度を取得した人の孤立を防ぎ、育休が育児に生かされるサポートがひろがる。 

 「生き方、暮らし方、働き方」のゲスト高山未央さんによる、企業向け育休制度活用支援サービス「晴ればれ」は、育休を

取得する前のパパ向けの育児、家事講座など、パパの育休が有意義になるプログラムが用意されている。 

まだ開始したばかりのサービスなので、企業連携が進まない中、暮らす room 伊那谷が経営者協会へとつなぐ場を提



供。パパの育休支援が進むことにより、起業、産後ママ、育休パパがそれぞれウェルビーイングな状態になる。 

＜事例 4＞骨盤底筋ケア講座に参加した産後ママと自治体産後ケア事業とのマッチング 

  行政が提供する産後ケア事業は、なかなか周知が難しく利用が進んでいないという課題がある。 

産後ママ向けの骨盤底筋ケア講座では、必ず行政の産後ケア事業の紹介を行い、初めてその事業を知った参加者

が、ケア事業を受け、心身の健康を取り戻すことに寄与。 

  骨盤底筋ケア講座は、伊那市、箕輪町、飯田市それぞれの後援を取得して開催。 

  また、参加した産後ママがサークルをたちあげ、主体的にイベントの開催を行った。（ハロウィーン、クリスマス） 

４．女性のコミュニティから自立分散型組織のプロジェクトが立ち上がる。 

＜事例 1＞ 有機給食お話し会 

2023 年 9 月中川村、2024 年 1 月千曲市、4 月木曽町、7 月伊那市で有機給食実現のためのお話し会を開催。 

4 月の木曽町での開催には、大桑村の議員 4 名、行政職員、有機農家をしている地域おこし協力隊も参加し、実現に

向けての具体的なノウハウを共有。 

その結果、2024 年中に、参加した有機農家の有機米が大桑村の給食に使われ、初めての有機米給食を実現。これか

らも積極的に、有機給食実現に向け活動予定。 

＜事例 2＞ 骨盤底筋ケアの会により、更年期や女性の健康課題がオープンに話せる社会へ 

2024 年から開催した「骨盤底筋ケアの会」では、冒頭に助産師による女性の健康課題や体の変化などの講義が毎回

1 時間ほどあり、ほとんどの女性にとって、今まで知ることのない「正しい知識」を提供。 

まずは、自分の体を知ること、ケアすること、それを参加者で共有することで、健康課題をオープンに話せるマインドが

醸成される。そのような場が必要であることを、ほとんどの参加者が口にする。 

また、2024 年 12 月には、箕輪町役場の職員研修として、「女性の健康課題とキャリアの関係」を開催。ここでもまた、

健康課題についてほかの職場の方と話せる場の必要性が最も重要視された。 

まだまだ、そのような社会になるまでには、時間がかかるが、民間・行政の両方からオープンに話せることの重要性に 

気づく女性を増やし、行動につなげ、やがて社会がかわれるよう、活動を継続予定。 

＜事例 3＞ 助産師から地域の女性の健康を守る存在へ 信州大学と連携 

2024 年 6 月 30 日「助産院から女性院へ」というテーマのオンラインイベントを開催。 

その後 2024 年 10 月 14 日に信州大学医学部との連携で、「助産師のリスキリング講座」を開催。 

助産師を地域の女性の健康課題を解決できる専門家と位置づけ、窓口を増やしていく取り組みを始める。 

その後、長野市と伊那市の暮らす room's プラスにて、毎月助産師による相談窓口を開催。 

伊那市の相談窓口に参加した女性が、「10 年間悩んできたことが、たった 1 日の相談で解決しました」と語る。 

今後も助産師との専門家ネットワークを作り、暮らす room’s パートナー又はプラスとして活躍してもらい、医療機関で受

診する前にもっと日常的に相談できるハードルの低い場を展開予定。 

＜事例 4＞ 森部の誕生 

暮らす room’s には、森に関わる女性が多数いる。 

2023 年 3 月 4 日のイベントに参加した大町市の荒山林業の荒山さんを中心に、富士見町の増村さん、中島恵理さん、伊

那市の浜田さん、杉本さん、暮らす room's 平賀、松本市の原さん、渡辺さんなどがコアメンバーとなり、2024 年 2 月にキ

ックオフミーティング、3 月には森部のチラシを作成、女性目線で森について語り、興味を持つ人を増やそうというプラット

フォームを立ち上げた。 

松本市にある柳澤林業のヤマト牧場でのミーティングのほか、2024 年 8 月には「木曽のドイツトウヒの森の活かし方」とい

う講座を開催。また、12 月 8 日には、富士見町の森林についてそれぞれの知見を集めた相談会も実施。 

「森に関わることはここに聞いてみよう」という場になりつつあり、また多彩なプロフェッショナルの意見も聞ける場となる。 

今後は、行政にむけ「女性目線でみた森林の活かし方」などの提案なども行う予定。 

（２）アウトカム達成度についての評価 

１．多様な女性の生き方や考え方を知る機会が増えることにより、（ウェルビーイングの概念に出会い）自立し、主体的に

生きる女性が増大する→自分のウェルビーイングに気づく女性が増える 

 

■ 「多様な生き方・暮らし方・働き方」のお話会や、その他暮らす room's 主催イベントに参加してもらった参加者アン

ケートを集計し、気持ちの変化について、参加前と変わらないを 0 として評価をしてもらったところ、以下の結果を



得た 

（回答数 212 人） 

     0 7 人 

     1 23 人 

     2 59 人 

     3 123 人 

96％の人がなにかしらの変化を感じていると回答し、大きく変化したと答えた人は 58％にも上り、自分のウェルビーイン

グに気づいたり、主体的に生きようと考えるきっかけになった。 

 

■イベントの時に自分のモヤモヤを書いてシェアするワークショップを開発（モヤハレの木ワークショップ）。 

県内および県外で 16 回開催。 

モヤモヤを書くことで自身の理想の状態を考え、そのことが自分のウェルビーイングであると気づくきっかけとなっ

た。 

その内容は行政では拾い上げることが難しいことであるため、一部の行政の方から高評価をいただいた。 

 

２．女性同士の助け合いのワークシェアのニーズ調査及びアプリ等の構築を通してワークシェア事業が立ち上がる 

 

■ワークシェアを利用したいと思う人が５０人の目標に対して実際の 

登録者は３７人 

  うち、自身も困ったときはワークシェアを利用したいという人 ３２人 

 

登録した女性の８割以上は、自身も困ったときにワークシェアを利用した

いと回答している。 

ただし、ワークシェアが立ち上がって間もないこともあり、まだ自らの困り

ごとをワークシェア内で誰かに依頼する事例は少ない。 

 

苦手は人に頼ることが当たり前にできる仕組みを構築するため、今後は

更にメンバーを増やす必要がある。 

そのためには、ワークシェアの存在を広く伝えていくとともに、まずは暮ら

す room’s の中から仕事を生み出し、現在の登録者に仕事を振れるよう

にしていくことも必要だと考える。 

 

 

                   

 

 

 



３．リアル（お話会など）とオンラインで暮らす room's コミュニティ（仮）のプラットフォームが誕生する 

 

■長野県にて女性支援プラットフォームとしてオンライン（LINE 登録者数 875 名）とオフライン（リアルな場所をもってい

る暮らす room's プラス（11 か所）、場所はもたないが積極的な活動をする暮らす room's パートナー（13 名））を設

立。  

さらに協力窓口として女性が普段気軽に訪れる場所にパンフレットの設置を依頼（県内 95 箇所）。 

主にお話し会を開催していたケアサロンやカフェなどでは普段話せない悩みなどを共有でき、また女性が自分らしく

行動し学べる機会を得られる場所をオンラインとオフライン両方構築することができた。 

 

■暮らす room's の活動に主体的に協力及び参加する個人及び団体のうち、リアルな場所をもっている暮らす

room's プラス、場所はもたないが積極的な活動をする暮らす room's パートナーとして、暮らす rooms が開催する傾

聴セミナーを受講必須にし、受け入れ体制を整えた。 

そうすることで時には地域の専門家へつなげたり、今までにない新しい形の支援者（理解者）として悩みの大小にか

かわらず寄り添った支援をすることができた。 

 

 



■現在 DV 被害や貧困などの女性の弱者支援は行政や NPO などの支援を受けられるが、一方で一般的な女性の 

健康問題の悩みやライフステージの変化で起こる様々な役割（出産・育児・介護など）で負担を感じている・困難

を感じている女性の悩みは今まであまり表面化せず、問題として取り上げられることがなかったため、そういった困

難を抱えている女性の支援はほとんどされてこなかったが、今回は LINE やグーグルフォームという普段使いなれ

たツールで気軽に相談ができるように工夫したり、いつものお店の安心した場所が窓口になることで女性が安心し

て立ち寄れる居場所作りができた。女性がより主体的に生きるために、必要な相談場所としてのプラットフォームに

暮らす room’s がなりえた。 

※参考 アウトカム発現状況（実績）1 の事例 1、事例 2 

 

■今までは働き方や健康問題など支援部署が縦割り構成が多く、複合的な女性の問題（例えば更年期でキャリアア

ップを諦めたなど）は相談窓口が別々なことが多く、問題解決に時間がかかったり、どこに相談して良いかわから

ずに諦めてしまうこともあったが、今回、各地域でまばらに活動していた女性支援団体が個々の専門性を活用し

協力しながら一体化した女性の相談窓口となることができた。 

そういった社会課題の隙間を埋める活動ができたことは今回の大きな評価の一つになると言えよう。 

４．女性のコミュニティから自立分散型組織のプロジェクトが立ち上がる。 

 

■暮らす room's の活動から 11 のプロジェクトが誕生し、その中の 4 つは自立分散型組織として、独自の活動を始

めた。 

有機給食コミュニティと森部コミュニティは、シンクタンクになりうる知見をすでに持っている。 

助産師ネットワークは専門家として相談業務に当たれる状況になっている。 

骨盤底筋ケアに関しても、健康課題をオープンに話せる場をこれからも継続的に開催していく。 

分散型にすることによってテーマを身近でわかりやすく自分ごとにすることが可能になり参加への障壁が下がる、

そしてそれを横でつなぐことにより、私にもできることが多くの共感を生むことにつながり女性の自信につながること

となる。 

→これによって隠れていた個々人のスキルや想いがあつまり活躍する女性を持続的にサポートする体制が出来

上がる 

7-2. 波及効果（想定外、波及的・副次的効果） 

（1）イベントを通して想定外の変化があった女性 

■イベントで長野県が嫌いだと言っていた女性の起業サポートをしたところ、現在は、他の女性の起業サポートをする

までになった。 

■暮らす room's プラスを訪れたことがきっかけで、暮らす room's と関わりイベントを手伝うなどして、その結果、暮ら

す room’s 千曲として、場所をオープンした。（3/8 プレオープン） 

■自分発見ワークショップの講師になり、講座を自主開催。自身の活動の幅を広げた。 

■暮らす room's のワークシェアにより、スキルアップにつながった女性が多数。 

（２）全県的な広がりから県外へ 

■コンソーシアムを組んだ結果、それぞれの団体のつながりから暮らす room’s を介してさらにつながりが広がった。

（長野市から飯田市の研修に講師として参加など） 

■暮らす room's のお話し会やセミナー活動が全県に渡って行われたことにより LINE アプリでの登録者も長野県全

県にわたる。 

遠方の地域の活動やイベントなどの告知ができるようになり、今までになかった全県に渡る女性のコミニティがオン



ライン上で構築できた。 

■2025 年の 3 月には静岡浜松にてモヤハレの木のワークショップを行い、イベントに共感した県外女性が初の県外

暮らす room’s パートナーとして登録。長野県で始まった女性支援プラットフォームの仕組みは今後県外、特に地

方での女性活躍支援のロールモデルになり得る。 

（３）自立分散型組織の広がり 

 

■自立分散型組織がうまく機能していることにより、女性のみならず、企業・行政の組織の在り方にも、自立分散型の

組織への転換をはかる機運が生じた。 

 

※自立分散型組織とは、従来型の、トップダウンによる縦割りの組織ではなく、それぞれが自分の仕事に責任をも

って並列に存在する組織のことで、当プロジェクトもまさにその実践である。女性の働き方や企業研修でプレゼン

する際にも、この組織の在り方に触れることも多く、プロジェクトのみならず、組織の提案にもつながった。（図参照） 

 
（４）副次的な効果 

 

■お話し会に女性議員が参加してくれたおかげで、「自分たちの声を政治に活かす」ことが身近になり、議員への立

候補を考える女性が増え、政治についての勉強会が始まった（木曽町）。 

勉強会は、伊那市の市会議員が講師を務め、市町村間の連携も生まれた。 

 

■フリーランスは一人で仕事をすることが多いが、ワークシェアの仕組みを作ることで、チームで協力して一つのプロ

ジェクトをおこなったり、一歩先ゆく先輩が、自信のない女性の背中を押して、伴奏したりしながら仕事をしていく事

例も見られた。 

 

7-3. 出口戦略・事業の持続化に向けた戦略の成果 

2025 年 1 月 30 日一般社団法人暮らす room’s を設立し、以下の事業を継続することにより、収益化を図るとともに、引

き続き女性のウェルビーイングのための活動を継続。 

 

1  専門家ネットワーク、プラス、パートナーの登録による会費による運営 

2  モヤハレの木のワークショップ、自分発見ワークショップなどの開発による講座開催収益 

3  企業内の意識調査（有料）の実施 （定型 or オーダーメイド 分析・監修 健康視点・経営視点） 

4  意識調査報告会の有料化 

5  お話し会の有料化 

6  企業研修（女性の健康課題） 

7  コンサルティング 

8  各種業務委託（起業相談、健康相談） 

9  LINE による広告宣伝収入 

意識調査自体は終了となるが、数年後、追跡調査あるいはあらたに意識調査を行い、提言等できるようにしていく。 

 

  



7-4. 事業の効率性 

1 長野県全域でリアル及びオンラインで開催したお話会は、83 回、参加者延べ人数は 2,576 人にもなった。 

3 年間 4 団体の実績としては特筆すべきであり、参加者の満足度も非常に高いものであった。 

 

2 2 年目にたちあげた LINE アプリは、暮らす room‘ｓに関わる女性の働く場にもなり、スキルを蓄積することもできた。

また、彼女たちの発信スキルが向上したこともあり、およそ１年半で約 850 人の登録者を得た。 

 

3 note の記事は、全部で 81 配信しており、そのうち、「生き方、暮らし方、働き方」は人気コンテンツとなっている。 

無料コンテンツからファンを増やすことに成功している。 

 

4 暮らす room’s に関わる人が増え、プラス（リアルな場所）は 11 か所となり、パートナーは 14 名に増え、県外にも広

がっている。 

 

5 短期間で、モヤハレの木のワークショップ、自分発見ワークショップなどを開発し、複数回開催した。 

 

6 行政の起業研修（飯田市）、女性活躍推進セミナー（飯田市、千曲市）、健康課題研修（箕輪町）を受託することが

できた。 

８．成功要因・課題 
8-1 成功要因 

■幅広い地域から、すでにいろいろな形で女性支援の活動をしている団体がコンソーシアムを組んで、今回のプロ

ジェクトに取り組んだ。 

 

■各団体が既に強固なネットワークを築いており、その結びつきを活かしたことで、課題の可視化や情報共有がスム

ーズに進み、大きな成功へとつながった。 

 

■構成団体それぞれの強みを各プロジェクトに最大限に活かしたことで、各事業の成果は期待を大きく超え、想像以

上のインパクトを生み出した。 

 

■学びの場やお話会、各種講座など、多様な活動を通じて地域の女性たちに参加の機会を多く提 

供できた。 

 

■「女性活躍」というとキラキラした活躍をフォーカスされがちだが、一人ひとりのウェルビーイングで 

活動をしてきたことで、多様であることを認め合えるような空気ができた。 

 

8-2 課題 

■現在の参加者層を広げ、より多くの女性がプロジェクトに参加できるようにすること。 

 

■活動の目的を再確認し、持続可能な形での運営を検討。 

 

■既存の参加者が活動に興味を持ち続けるような仕組み作り。 

 

■地域に埋もれている女性や、相談窓口に行きづらい女性が気軽に参加できるようよりハードルを下 

げる。 

 

■行政や企業との連携の強化で、今まで手の届かなかった層への支援拡大。 

 

 



９．結論 
９－１．社会的インパクト評価の構成要素別自己評価 

 多くの改善の

余地がある 

想定した水準

までに少し改

善点がある 

想定した水準にあ

るが一部改善点が

ある 

想定した水準

にある 

想定した水準

以上にある 

（１）課題やニーズの

適切性 

     

〇 

（２）事業設計の整

合性 

     

〇 

（３）事業実施状況

の適切性 

     

〇 

（４）事業成果達成

度 

     

〇 

9-2. 自己評価の判断根拠について 

（１）   課題やニーズの適切性  

長野県の女性 1,000 人に直接意識調査をし、またお話会やモヤハレの木のワークショップ、自分発見ワ

ークショップなどの対面イベント等で、定期的に女性の働き方や健康に関する課題やニーズを吸い上げ

てきた。 

伊那市では、骨盤底筋ケアイベントを年代別に行い、それぞれのニーズに合ったイベントを開催し、どの

回も高評価をいただいたことなど、想定した水準以上に求められていることが実感できた。 

（２）事業設計の整合性 

女性たちに直接課題やニーズを定期的に聞いてきた結果、リアリティのある実態把握ができた。そもそ

も、長野県の女性たちがやりたいことや、アンコンシャスバイアスにより自分のウェルビーイングに気が付

いていない人が多いことがわかり、それに基づいて、事業途中で事業計画当初に考えたアウトプットとア

ウトカムの順序を逆にしたり、ずれを修正し、目標達成に向けた効果的な活動ができた。 

（３）事業実施状況の適切性 

定期的に事業内容を見直し、目標達成するように行動したが、それ以上にお話会等は、集客力等の実績

から主催してほしいとのニーズが高く、36 回の予定のところ、80 回を超える開催をし、想定水準以上にあ

たると考える。 

LINE 配信は、週 1 回配信し、活動や思いの発信をした。長野県産業労働部やその他団体からも告知協

力依頼をいただき、情報発信のプラットフォームになった。 

（４） 事業成果達成度 

オフライン・オンライン両方を利用しながら、長野県全域の女性をつなげ、意識の向上に寄与した。短期

アウトカム・中長期アウトカム共に、想定以上の水準に達することができた。 

ワークシェアに関しては、私たちが考える以上に手を挙げて積極的に仕事を受けたいと思う女性がいな

かったことから、今後はサポートしながら、成長を促進するような仕組みづくりを考えたい。 



10. 本事業で取り扱った活動を発展させるための提言 
暮らす room’s は女性活躍再定義として、女性のウェルビーイングにフォーカスを当てて活動してきま

した。 

また、ウェルビーイング向上のために「多様な生き方、働き方、暮らし方」を認め合う社会変容をアプロ

ーチとしました。 

いまだに、女性活躍は管理職の数や起業など男性社会が思う「女性活躍」をあてはめられています。 

また、福祉の領域の困りごとを救うことも「女性活躍」の文脈で語られることもあります。 

しかしながら、圧倒的多数は、そのどちらでもない、子育て、仕事に悩む女性、結婚しないことに負い

目を感じてしまう女性、健康課題を誰にも言えず抱えている女性、など一見普通に過ごしているようでど

こにも窓口がない女性たちです。 

暮らす room’s の事業はそんな女性たちに寄り添い、見守り、一緒に考える活動をしてきました。 

その圧倒的多数の女性はすべての網からもれています。そこにフォーカスすることが、結果として、「活

躍する女性」を増やし、「福祉が必要になる」ことを未然に防ぎます。 

圧倒的多数に対する活動にこそもっと支援をしてほしいです。 

 

11. 事業からの学び・知見・教訓 
暮らす room's の事業から学べるポイント 

1. 「つながる場」の創出 

暮らす room's は、女性が日常的に訪れる場所（カフェ、美容院、雑貨店など）が拠点。 

これは、女性が社会参加しやすい「敷居の低い場」を意図的に設計している。   

このような「場」は、女性同士のつながりを促し、情報交換や相互支援を生む基盤となる。   

既存の公的機関（行政や NPO の事務所）ではなく、日常的な場に支援の「入口」を作ることで、支援を

受けることへの心理的ハードルを下げられたと言える。   

 

2. 女性のライフステージを包括的に支援 

暮らす room's の取り組みは、起業、キャリア、子育て、介護といった異なるテーマを扱い、女性が直面す

る多様なライフステージの課題に対応した。   

女性支援の多くは「子育て支援」や「キャリア支援」といった個別テーマに特化しがちですが、暮らす

room's は女性のライフステージ全体を視野に入れている点で、包括的な支援のモデルになりえる。   

これは、ジェンダー視点からも重要で、女性の人生の選択肢を広げ、社会構造におけるジェンダー格差

の是正につながる可能性を見出した。   

 

3. 分散型ネットワークで地域に根ざした支援 

暮らす room's は、飯田市、伊那市、長野市といった異なる地域の団体が協力する「コンソーシアム型」で

運営された。これは、中央集権的な大規模組織とは異なり、地域ごとのニーズに合わせた柔軟な支援が可

能であることを示している。    

 

4. 当事者主体型の支援モデル 

暮らす room's の活動は、単に「支援を受ける女性」を対象とするのではなく、女性自身が学び、行動し、

支援者にもなれる仕組みになった。  これは女性自身が社会的・経済的に自立できるような仕組み作りがな

されている点で評価できる。 （ 例えば、支援者と支援を受ける人の境界が流動的であり、参加者自身が学

びながら支援の輪を広げていくなど） 

 

結論：暮らす room's の事業が示す社会的意義  

暮らす room's の活動は、女性支援における「場の創出」「包括的ライフステージ支援」「分散型ネットワー

ク」「当事者主体型支援」という 4 つの重要な視点を含んでいる。 



これは、地域社会における女性のウェルビーイング向上のための新しいモデルとして、他の地域にも応

用できる可能性が高いと言える。 

特に、ジェンダーの視点から見ると、単なる支援を超えた「女性が主体的に生きる社会を作るための実

践」として評価できる点が、このプロジェクトの大きな強みだと学んだ。 
 

暮らす room's の事業から得られるさらなる知見 

1. ジェンダー平等の実現に向けた「個々の行動変容」と「社会制度の構造変革」の橋渡し 

暮らす room's は、個々の女性が日常生活の中で気軽に相談できる場を提供しているが、これは「個々

の行動変容」の視点から非常に重要である。  女性の社会参加を阻む障壁の多くは、「自分が活躍してい

いのか」「何をしていいのかわからない」といった自己肯定感の低さや、地域社会での役割期待に縛られる

ことにあり、暮らす room's が提供する「気軽な学びの場」や「相談できる環境」は、個々の女性が自己効力

感を高め、社会に参画する契機となり得る。   

 

同時に、暮らす room's のような取り組みが各地域で広がれば、社会全体として女性のエンパワーメント

を支える基盤が整い、「社会制度の構造変革」へとつながる可能性がある。   

（例えば、行政や企業がこのモデルを参考にし、女性が主体的に活動できる環境を作るための支援を強

化すれば、政策レベルでの変化も期待できるなど） 

 

 

2. 「制度化されていないケア労働」の可視化と支援の可能性 

暮らす room's が扱うテーマ（起業、キャリア、子育て、介護など）は、女性が担うことの多い「ケア労働」に

密接に関わる。現代社会では、家事・育児・介護などの無償労働が「見えない労働」として扱われがちであ

り、経済的な評価が低い傾向にあることから、暮らす room's の活動を通じて、こうした労働が「社会にとって

不可欠な価値あるもの」であることが再認識されていくであろう。   

 

さらに、支援の形として「ケアを担う女性が他者とつながり、学び、時には収益につながる活動に発展さ

せる」という方法を取ることで、ケア労働の経済的価値を高める仕組みを作れるかもしれない。   

※例えば、介護経験のある女性がセミナー講師となり、他の女性にノウハウを伝えることで、経験が新た

な仕事につながるようなケースなど。 

   

 

3. 地方における「関係人口」の創出と地域社会の再活性化 

暮らす room's は、長野県の複数の地域にまたがって活動しているが、これは「地方における関係人口の

創出」という観点からも重要である。  日本の地方社会では、人口減少とともに「社会的なつながりの希薄

化」が進んでおり、特に女性の孤立が問題となっている。  暮らす room's が提供する場は、単なる支援だけ

でなく、「地域に関わる人を増やす仕組み」としても機能し得る。   

※ 例）地元に住む女性だけでなく、  U ターン・I ターンで地方に関心を持つ人  県外に住んでいるが、

出身地に何らかの形で関わりたい人  などが、このネットワークに関わることで、地方社会の活性化にもつな

がる可能性がある。   

 

関係人口の創出は、単に「住民を増やす」ことではなく、「その地域に関心を持ち、つながりを持つ人を

増やすこと」である。  暮らす room's のような緩やかなコミュニティ形成の仕組みは、この関係人口を生み出

すモデルケースとなるかもしれない。   

 

 

  



暮らす room's の事業が示すさらなる社会的価値 

暮らす room's の活動は、地域社会における女性のウェルビーイング向上のための新しいモデルとして、

他の地域にも応用できる可能性が高いと言える。特に、ジェンダーの視点から見ると、単なる支援を超えた

「女性が主体的に生きる社会を作るための実践」として評価できる点が、このプロジェクトの大きな強みであ

る。 

 

改善の可能性と教訓 

（１）参加のハードルと包摂性  

この活動がどの程度多様な層の女性に届いているかは重要な検討ポイントである。例えば、地方に住む

女性や経済的に厳しい状況にある女性、外国人女性など、多様な背景を持つ人々が十分にアクセスでき

ているかどうかは、さらなる評価が必要。 

 

（２）男性や社会全体への影響 

女性の活躍を支援することは社会にとって重要だが、男性や企業、自治体との連携がどのように進めら

れているかも考慮すべき。ジェンダー平等を進めるためには、女性の自助努力だけでなく、社会全体の構

造的な変革が必要。例えば、男性の育児参加の促進や、企業の柔軟な雇用制度の改革と並行して進める

ことが理想的である。   

 

（３）活動の持続可能性 

現在の資金源や運営体制がどの程度持続可能なのかも課題。行政や民間企業との連携、参加者の自

主運営への移行など、長期的に活動を維持するための戦略が必要である。 

 

 

「暮らす room’s」は、地域レベルで女性の社会参画を支援するモデルケースとして優れた取り組みだと

考えています。 

特に、草の根的なネットワーク構築、現代に生きる女性の多様な生き方・暮らし方・働き方に対応する柔

軟性、社会的包摂の視点は高く評価できます。 

一方で、より広範な層へのアクセス、ジェンダー平等の総合的な推進、持続可能性の確保といった点で

は、さらなる発展の余地があります。   

 

 

  



12. 資料 

＜生き方暮らし方働き方取材レポート＞ 
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＜自分発見ワークショップ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


